
） 338 346 355

トータルコスト①＋②　（千円） 34,077 34,318 35,355

単位当たりコスト　（円） 473,292 476,639 484,315

目標達成率　（％） － 100 100

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和2年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
休日診療事業は、市民に３６５日の医科・歯科の診療体制を確保する事業であり、 市民の安心の確保に重要な事業であり、継続して実施し
医科は７医療機関又はわくわく健康プラザ内診察室にて、歯科はわくわく健康プラ ていく必要がある。
ザ内診察室にて、医師会及び歯科医師会に委託して実施している。
準夜間診療事業は入院病床をもつ２病院にて実施している。
市民の安心確保に大きく関わる重要な事業である。３１年度は大型連休の影響で、
実施日が増加する。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
年末年始などに医科の休日診療の窓口が混み合うため、平成３０年度から事務的な
人手不足について期間限定で一定の措置をした。市職員が休日出勤をせずに実施で
きているので、効率化が図れている。

　平成31年度事務事業評価表(平成30年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100101 休日診療事業（医科・歯科・準夜間）
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） ■ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・医療法　・東京都保健医療計画　・東久留米市わくわく健康プラザ条例

・東久留米市わくわく健康プラザ条例施行規則

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） ■ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

全市民
対象

事業内容 休日の診療について、医科及び歯科を委託して実施。医科はわくわく健康プラザと７医療機関で輪番で初期治療

・ を実施。準夜間については、滝山病院・前田病院が輪番で初期治療を実施。

活動手段

目的 休日における救急患者の初期対応を図る。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 開設日数 単位 日

平成28年度 平成29年度 平成30年度
実績値

72 72 73

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 適切な初期対応がなされた率 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値 未設定 100 100

実績値 100 100 100

事業費・人件費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費（実績額）①　（千円） 33,739 33,972 35,000

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 9,062 9,062 9,062

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 24,677 24,910 25,938
一般財源

一般財源 0 0 0

人件費（理論値）②　（千円



一般財源
一般財源 2,172 2,235 2,270

人件費（理論値）②　（千円） 86 87 89

トータルコスト①＋②　（千円） 5,018 5,174 5,243

単位当たりコスト　（円） 12,900 13,370 13,513

目標達成率　（％） 100 100 100

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和2年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
四市の医師会の協力を得て、多摩北部医療センターと佐々総合病院において、平日 小児を養育する市民の安心に寄与する重要な事業であり
準夜間における小児（15歳以下）の緊急医療ニーズへの初期対応を図る事業であり 、継続して実施していく必要がある。
、市民の安心に寄与している広域事業である。 小平市のように市単独で市内の病院等で実施できれば、
北多摩北部保健医療圏　小児初期救急医療体制推進協議会を年に２回開き、事業実 市民の利便性は高まるが、コストも多くかかり実現は困
績や課題の抽出を行って、本事業の運営の改善を図っている。また医師会では、非 難である。
小児科医向けの研修を企画するなど、
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年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100102 平日準夜間小児初期救急医療事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　保健サービス係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） ■ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・医療法 ・東京都保健医療計画　・平日準夜間小児救急医療事業実施要綱

（協定）平日夜間小児初期救急医療事業に係る４市間協定

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 ■ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

□ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

原則15歳以下の初期救急患者
対象

事業内容 多摩北部医療センター（月～金）及び佐々総合病院（月・水・金）で5市医師会から派遣される小児科医師が輪

・ 番で診療を行う。午後7時30分から午後10時30分まで実施。　

活動手段

目的 小児初期救急患者が平日準夜間に医療受診ができる

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 ２医療機関開設延べ日数 単位 日

平成28年度 平成29年度 平成30年度
実績値

389 387 388

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 受診来所者のうち受診した率 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値 100 100 100

実績値 100 100 100

事業費・人件費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費（実績額）①　（千円） 4,932 5,087 5,154

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 1,380 1,426 1,442

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 1,380 1,426 1,442



率　（％） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和2年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
医師会・歯科医師会・薬剤師会の代表７名を交えた協議会を年に２回開催し、健康 市の保健衛生事業を三師会の協力を得て円滑に推進する
課の前年度の事業報告と、翌年度の事業計画を説明し、ご意見を聴取するための会 ために、引き続きこの会議体を運営していく必要がある
議体の運営事業である。 。
令和元年度は、母子保健計画の改訂に向け、この協議会を活用していく。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
委員は、副市長・福祉保健部長・多摩小平保健所長を含め１０名と最小規模の会議
体であり、説明資料はコンパクトにまとめて事前準備の手間をなるべく省いており
効率的な運用がなされている。

　平成31年度事務事業評価表(平成30年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100103 地域医療協議会運営事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　特定健診係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 東久留米市地域医療協議会要綱

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市民（関係機関10名の協議会委員）
対象

事業内容 地域における課題を解決するために、7月、2月の年2回の会議を開催し、前年度の事業報告及び翌年度の事業計

・ 画を報告する。

活動手段

目的 市の医療行政に関する協議機関として、医療行政の推進を図り､もって健康で文化的な市民の生活を確保するこ

・ とを目的とする。

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 協議会からの意見等、報告した数 単位 回

平成28年度 平成29年度 平成30年度
実績値

2 2 2

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費（実績額）①　（千円） 142 142 142

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 142 142 142

人件費（理論値）②　（千円） 154 156 160

トータルコスト①＋②　（千円） 296 298 302

単位当たりコスト　（円） 148,000 149,000 151,000

目標達成



） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和2年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
市民に高度な医療を提供するため、昭和病院企業団の構成市として分賦金を支払う 市民が良質な高度医療を受けられる病院を安定的に確保
ものである。入院病床が少ない本市では、構成７市の中で利用患者割合が２番目の するために、引き続き実施していく必要がある。
高さとなっている。
構成市のメリットは、連携登録医を通じて本市の患者が紹介状により優先的に高度
医療やがん検診を受けることが出来ることにある。
医療に関する市民の安心確保に大きく寄与している事業である。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
各年度の分賦金は、昭和病院企業団の議会において、受診者数及び人口按分率によ
って決められている。

　平成31年度事務事業評価表(平成30年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100104 昭和病院企業団参画事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 ・昭和病院企業団規約 ・地方公営企業法　・医療法

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

■ その他 (一部事務組合・分賦金 )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市内在住市民
対象

事業内容 昭和病院企業団に対する組織市の分賦金に関する覚書に基づき年４期に分けて分賦金を支払う。

・

活動手段

目的 良質な医療を継続して提供する。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 東久留米市民受診者数（外来・入院） 単位 人

平成28年度 平成29年度 平成30年度
実績値

64,503 66,120 65,735

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費（実績額）①　（千円） 274,990 269,235 272,401

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 274,990 269,235 272,401

人件費（理論値）②　（千円） 155 156 160

トータルコスト①＋②　（千円） 275,145 269,391 272,561

単位当たりコスト　（円） 4,266 4,074 4,146

目標達成率　（％



外での健康増進事業、伝票 本庁舎から離れているため、現在の５台の適正な管理を
をはじめ決裁のための本庁舎への往復などの用途で、軽自動車４台とワンボックス 継続して続けていく必要がある。
カー１台を使用しているため、その適正な管理を行う事務事業である。 決裁のための本庁への往復に使用することが多いため、
１台を除き老朽化していて登録から２０年超の車もあり、故障も多くなっているた 今後の電子決裁化の進捗によっては、必要台数が変わる
め、順次更新していく必要がある。令和元年度に東京都の区市町村総合交付金の政 可能性はある。
策連携枠を活用し、PHV車とその充電設備を導入する。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
健康課の事業のために常時５台を使用している状況ではないため、同じ庁舎内の子
ども家庭支援センターの緊急出動などに際しては、柔軟に貸し出しを行い、効率的
な運用に努めている。

　平成31年度事務事業評価表(平成30年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 100105 健康課車両管理事業
継続

政　策　名 04 健康で幸せにすごせるまち

施　策　名 10 健やかな生活を支える保健医療の推進

基本事業名 01 保健医療体制の充実

所管課係名 健康課　予防係 所管課長名 秋山　悟

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 東久留米市車両管理規程

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

□ 小平市 □ 東村山市 □ 清瀬市 □ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

健康課所有車両
対象

事業内容 健康課所管事務事業運営に活用。車両維持管理のための諸手続を行う。

・

活動手段

目的 事業活動に活用することで効率の良い事業運営を図る。

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 所有車両数 単位 台

平成28年度 平成29年度 平成30年度
実績値

5 5 5

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費（実績額）①　（千円） 501 537 540

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 501 537 540

人件費（理論値）②　（千円） 65 86 132

トータルコスト①＋②　（千円） 566 623 672

単位当たりコスト　（円） 113,200 124,600 134,400

目標達成率　（％） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和2年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
母子保健事業のための家庭訪問や、わくわく健康プラザ


